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報告（前回委員会からの経緯） 

 

１．前回委員会からの経緯 

前回委員会は平成18年８月24日に第14回円山川流域委員会として開催

しました。その後、課題検討会を２回開催しました。 

また、前回委員会後に、関係住民意見の反映のあり方に関する各委員の意見

をヒアリングにより聞き取りました。 

 

 

 

２．第 14回流域委員会 

日 時： 平成 18年 8月 24日(木)13 時 00分～16時 00分 

場 所： 豊岡市民プラザ多目的ホール（アイティ7F） 

 

１）議事内容 

①検討ワーキンググループの報告について 

②今後の委員会の進め方ついて 

③円山川のあるべき姿と当面の課題（主に治水面）について 

④関係住民意見の反映のあり方について 

⑤その他 

 

２）審議結果 

①検討ワーキンググループの報告について 

緊急治水対策についての理解を深め、河川整備計画との関係整理を目指した

緊急治水対策事業検討ワーキンググループ（以下検討ＷＧ）の検討内容が座長

である川合委員より報告され、報告に対し議論された結果、以下に示す審議決

定が了承されました。 

・流域委員会は、検討WGでの検討内容「円山川緊急治水対策について（報

告）」について了承する。 

 

②今後の委員会の進め方ついて 

今後の委員会の進め方について、以下に示す審議決定が了承されました。 

・今回提示のスケジュールに従い今年度の委員会を進めていく。 

・次回は円山川の景観について課題検討会を開催する 

 

③円山川のあるべき姿と当面の課題（主に治水面）について 

検討WGの成果とこれまでの委員会での議論を踏まえ、円山川のあるべき姿

のとりまとめについて議論されました。主な意見・質問は以下の通りです。 
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〈主な意見・質問〉 

・下流部治水対策協議会と流域委員会での議論・進行状況をどうすりあわせて

いくのか。（木ノ瀬委員） 

・下流部治水対策は非常に難しく、緊急的には掘削を推し進めるが、整備方向

がはっきりするまで長期スパンで取り組ませていただきたい。（国河川管理

者） 

・支川の内水をどう処理していくか住民は心配している。（江尻委員） 

・ハード対策に加え、減災対策としてのソフト対応は非常に重要である。23

号台風の規模で対策がとれたとしても、それを超えるような出水も想定され

る.この委員会で、ソフト面についてももう少し踏み込んだ議論をしていた

だきたい。（川合委員） 

・23号台風を経験した後、あるべき姿については本当にこれだけで十分なの

かどうかを振り返らないといけない。時間的にも非常に限られているため、

委員の方々には再度内容を見ていただき、庶務の方に意見を伝えていただき

たい。（藤田委員） 

 

④関係住民意見の反映のあり方について 

関係住民意見の反映のあり方について、どのような形で反映のあり方を示し

ていくのか議論されました。主な意見・質問は以下の通りです。 

〈主な意見・質問〉 

・国交省の主導に基づいて、農林や兵庫県あるいは流域の市町村にまでこの整

備計画の影響をもたらして、流域の関係省庁、自治体を絡めた総合的な河川

整備計画を住民に示してほしいし、住民の意見をきちっと聞いて欲しい。（安

森委員） 

・第16回委員会には反映のあり方の方針を示せるよう、今回の資料をもう一

度振り返っていただき、次の議論につなげて行きたいと思う。（藤田委員） 

 

⑤その他 

平井委員の退任に伴い、新たな委員の追加について議論されました。主な意

見・質問は以下の通りです。 

〈主な意見・質問〉 

・円山川にかかわる歴史的なことは必要に応じて専門家の意見を聞く形でどう

か。特に補充はいらない。（川合委員） 

・情報の共有化、認識の共通基盤を高めてきて、相当程度議論が煮詰まった今

の段階に新しい委員を追加することは難しい面があるのではないか。（藤田

委員） 

●委員の追加について、以下に示す審議決定が了承されました。 

・平井委員の退任に伴う委員の追加はしない。 
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3．関係住民意見の反映のあり方に関するヒアリング等の実施 

第 14回流域委員会の開催以降（平成18年９月～平成19年２月）、各委員

に関係住民意見の反映のあり方について意見を聴取しました。 

聴取した意見は資料４で整理を行います。 
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報告（課題検討会） 

 

１．第9回流域委員会課題検討会 

日 時： 平成 18年 10月 29日(日)13時 30分～17時 00分 

場 所： 豊岡市民プラザリハーサル室（アイティ7F） 

 

１）議事内容 

①景観に関する委員会での意見及び住民からの意見の紹介と確認 

②景観に関する講演 

田中 尚人（熊本大学大学院自然科学研究科社会環境工学専攻 助教授） 

内藤 和明（兵庫県立大学 講師／コウノトリの郷公園 研究員） 

③提言に向けた円山川の景観に関する意見交換について 

④その他 

 

 

２．第10回流域委員会課題検討会 

日 時： 平成 19年 3月 4日(日)13時 00分～16時 00分 

場 所： 豊岡市民会館 講座室（4F） 

 

１）議事内容 

①前回委員会以降の活動内容について 

②委員会の今後の進め方について（案） 

③委員会からの意見について 

④その他 

 

 

 


